
 

 

＜資料編＞ 

 
 
 
 

＜目    次＞ 

 
 
 
１ 先催県における陸上競技場の施設規模について ··························· Ｐ－1 

２ 第 1 種陸上競技場の設置方向について（滋賀陸上競技協会） ··············· Ｐ－2 

３ 駐車場・駐輪場の必要台数の算定 ······································· Ｐ－5 

４ 現況植栽について ····················································· Ｐ－12 

 

 

 

【資料３】 



Ｐ-１ 

 
１ 先催県における陸上競技場の施設規模について 

 
  ●第 1 種陸上競技場 

先催県の第 1 種陸上競技場のうち、20,000 人程度の規模の収容人員を擁する施設の規模は

次のとおりです。 
 

表 １ 第 1 種陸上競技場・主な施設計画 

 事例１ 事例２ 事例３ 

整備時期 2003 年整備 
（ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 1957 年開場） 

2011 年整備 
（公園 1973 年開園） 

2013 年整備 
（公園 1964 年整備） 

収容人員 約 20,000 人 
（固定席：15,600 人） 

約 20,000 人 
（固定席：15,050 人） 

20,246 人 
（固定席：20,246 人） 

施設規模 約 3.5ha 約 3.8ha 約 3.6ha 
最高の高さ※ 30.7m 31.5m 23.197m 
J ﾘｰｸﾞ対応 J ﾘｰｸﾞ(J2)のﾎｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑ JFL のﾎｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑの１つ J ﾘｰｸﾞ(J2)のﾎｰﾑｽﾀｼﾞｱﾑ 

 ※最高の高さは、メインスタンドの屋根の高さを示す 
 
 

  ●第 3 種陸上競技場 
上記にあげた 3 事例の公園における第 3 種陸上競技場の施設規模等は次のとおりです。 

 

表 ２ 第 3 種陸上競技場・主な施設計画 

 事例１ 事例２ 事例３ 

収容人員 約 1,200 人 
（固定席 1,200 人） 

840 人 
（固定席 840 人） 

約 300 人 
（固定席：300 人） 

施設規模 約 2.8ha 約 2.1ha 約 2.2ha 
使用可能競技 陸上競技、ｻｯｶｰ、ﾗｸﾞﾋﾞｰ 陸上競技、ｻｯｶｰ 陸上競技、ｻｯｶｰ 
その他 管理室、更衣室、ﾄｲﾚ 器具庫 管理室、器具庫、ﾄｲﾚ 
 
 
 
 
 



Ｐ-２ 

 
２ 第 1 種陸上競技場の設置方向について（滋賀陸上競技協会の回答） 
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３ 駐車場・駐輪場の必要台数の算定 

基本構想において定めた駐車場の概要について、規模・規格を設定します。 
 
 
 
 
 
 
上記に示す通り、現況の駐車場は 680 台、大会時には多目的広場を臨時駐車場として約 400

台を確保しています。第 1種陸上競技場が整備されることから、大会時には現状の駐車台数で

は不足することが想定されます。都市公園の利用実態調査等のデータをもとに、必要駐車台数

の算定を行います。 
 

■駐車台数の算定 
・計画最大同時滞在者数の推計値から必要駐車台数を算定します。 

 
●計画最大同時滞在者数 

  最大同時滞在者数を、「都市公園利用実態調査 （財）公園緑地管理財団（H19 年度）」及び

「自然公園等施設技術指針 環 境 省・自然環境局自然環境整備担当参事官室 （平成 26 年７

月 改定）」を基に推計します。 
  最大同時滞在者=入園者数×計画面積×回転率 
  ・ha あたり入園者数：245 人/ha（休日）・・・都市公園利用実態調査 
  ・計画面積：22ha 
  ・平均在園時間：2.21 時間・・・都市公園利用実態調査 
   ※彦根総合運動場の各運動施設が午前・午後・夜間の区分にわけて利用されていることか

ら、平均在園時間が長い※１の 2.21 時間を採用するものとします。 
  ・回転率：1/2.1・・・自然公園等施設技術指針 
  上記より 
  最大同時滞在者数＝245 人/ha×22ha×1/2.1＝2,566 人 

【概要（基本構想）】 
・従前の駐車可能台数を参考にします。 
（参考：現況の駐車場） 
・常設駐車場：680 台 
・大会時などは、多目的広場を臨時駐車場として活用（約 400 台） 
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（出典：都市公園利用実態調査） 
 
 
 
 
 
 
（出典：自然公園等施設技術指針） 
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●必要駐車台数の算定 

  必要駐車台数を「「都市公園利用実態調査 （財）公園緑地管理財団（H19 年度）」自動車利

用率を基に推計します。 
 
  必要駐車台数=最大同時滞在者数×自動車利用率÷同乗者数 
  ・最大同時滞在者数：2,566 人 
  ・徒歩・自転車以外の利用率：62.2（100-37.8）％・・・都市公園利用実態調査 
   ※県内外から利用されている実績等を踏まえて、徒歩の利用者には、公共交通機関利用者

を含むものとし、徒歩・自転車以外の利用率を自動車利用率と設定します。 
  ・同乗者数：1.5 人・・・1 人～2 人と想定し、中間値を採用 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：都市公園利用実態調査） 
 
    必要駐車台数＝2,566 人×62.2％÷1.5＝1064≒1,100 台 

 

上記の算定の結果、常設駐車場は 1,100 台確保するものとします。 

また、必要大型駐車台数は現況・計画駐車場台数からの按分で16台確保するものとします。 

【参考】必要大型駐車台数=10 台(現況)×1.62%≒16 台 

(1100 台(計画駐車台数)÷680 台(現況駐車台数)=1.62％) 
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車路を含む駐車場 1 台当たりの概算必要面積は、 
単位駐車幅（5.1ｍ＋6ｍ÷2＝8.1ｍ）、車路に平行方法の駐車幅 2.5ｍから、 

8.1ｍ×2.5＝20.25 ㎡であり、その他駐車場出入り口等を見込み、30 ㎡/台と設定し、 
1,100 台の駐車場に要する概算面積は、 
30 ㎡/台 × 1,100 台＝3,300 ㎡（約 3.3ha）となります。 

 
【参考：駐車場諸元の標準値と駐車ますの配置方法】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：道路構造令の解説と運用） 
 

【参考：大型駐車場の普通車利用】 

大型駐車場 16 台を、普通車の駐車場とした場合は、108 台分確保することが可能となり

ます。 
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●駐車場の寸法 
駐車スペース及び車路の寸法等について、関連基準を整理し採用寸法の設定を行います。 

 
現況 

（過年度整備事業
図面より） 

道路構造令 

（平成 23 年 12 月） 

都市公園の移動円滑
化整備ガイドライン 

（平成 20 年 2 月） 

施設整備マニュアル 

(H16 年 滋賀県) 
採用寸法 

駐
車
ま
す 

小
型
車
用
駐
車
ま
す 

幅：2.50ｍ 

奥行き：4.50～5.00ｍ 

幅：2.30ｍ 

奥行き：5.00ｍ 

幅 2.50ｍ 

奥行き：5.10ｍ 

－ 「道路構造令」の小型
車 駐 車 桝 2.3m ×
5.0m が最も一般的で
あるが、ユニバーサル
デザインに配慮し 2.5
ｍ×5.1ｍとする。 
※W2.5ｍ＝小型車の

幅 1.7ｍ+ドアの開
閉 に 必 要 な 寸 法
0.5 ～ 0.8 ｍ し た 寸
法である。 

車
い
す
使
用
者
用
駐
車

ま
す 

幅：3.30ｍ 

奥行き：4.80～5.00ｍ 

－ 幅：3.5ｍ以上  

奥行き：5.1ｍ以上 

 

 

 

 

 

幅：3.5m 以上 移動円滑化整備ガ

イドラインより、車い

す使用者用駐車ま

すの幅は 3.5m、奥

行は 5.1ｍ+1.5ｍと

する。 

車
い
す
使
用
者
用 

駐
車
ま
す
の
設
置
台
数 

駐車場 A：全 102 台
中 3 台 

駐車場 B：全 111 台
中 0 台 

駐車場 C：全267台
中 0 台 

駐車場 D：全 150 台
中 3 台 

駐車場 E：全 50 台
中 0 台 

(※) 
 

－ 車いす使用者が円

滑に利用することが

出来る駐車場を一

以上設けること。 

 

 

 

 

全駐車台数が 200
以下の駐車場では
当該駐車台数に１
/50 を乗じた数、全
駐車台数が 200 以
上の駐車場では当
該 駐 車 台 数 に
1/100 を乗じた数に
2 を加えた数以上
設けること。 

施設整備マニュアル
(滋賀県)より、本計画
での車いす使用者用
駐車ますは以下に設
定する。(※) 
駐車場①：全 420 台

中 7 台以上 
駐車場②：全 97 台中

2 台以上 
駐車場③：全 309 台

中 6 台以上 
駐車場④：全 114 台

中 3 台以上 

大
型
車
用 

駐
車
ま
す 

幅：3.00m 

奥行き：13.00m 

幅：3.30m 

奥行き：13.00m 

－ － 「道路構造令」より、
大型車用駐車ます
の幅は 3.30m、奥
行きは 13.00m とす
る。 

車
路 

小
型
車
の
車
路
有
効
幅
員 

最小有効幅員：6.20ｍ 90°後退駐車の場

合：6.00m 

－ － 「 道 路 構 造 令 」 よ

り、車路有効幅員：

6.0m 以上とする。 

車
路
勾
配 

－ 駐車場設計・施工
指針を参考とする。 
→12％以下とする

ことが望ましい。 

－ － 駐車場設計・施工

指針（H22）より、車

路勾配：12％以下

とする。 

※車いす使用者用駐車ますの設置台数に関する図説を次項に示す。 
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○車いす使用者用駐車ますの設置台数 
・現況台数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・計画採用台数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駐車場 A 

全 102 台中 3台 

駐車場 B 

全 111 台中 0台 

駐車場 C 

全 267 台中 0台 

駐車場 D 

全 150 台中 3台 

駐車場 E 

全 50 台中 0台 

駐車場① 

全 420台中 7台以上 

(420 × 1/100+2 ＝

6.2⇒7 台) 

駐車場② 

全 97 台中 2台以上 

（97×1/50＝1.9⇒2 台） 

駐車場③ 

全 309 台中 6台以上 

（309×1/100+2＝ 

5.1⇒6 台） 

駐車場④ 

全 114 台中 3台以上 

（114×1/50＝2.3 

⇒3 台） 
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なお、駐輪場についても同様に「「都市公園利用実態調査 （財）公園緑地管理財団（H19

年度）」自転車利用率を基に推計します。 
 

必要駐輪台数＝2,566 人×14.52％＝372≒380 台 

 
公園内の各運動施設の周辺などに分散配置を行うものとし、片側一列・収容を想定し、380

台の駐輪場に要する概算面積は、0.6ｍ×3.4ｍ×380 台＝約 775 ㎡（約 0.1ha）となります。 
 

【参考：駐輪場の区画の規格】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

（出典：道路構造令の解説と運用）
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４ 現況植栽について 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図：現況植栽図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

西側駐車場の植栽 県道沿いの植栽帯 

芝生広場 休憩広場 


